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た情報・証拠の総体と考えられるだろう。さて、ある時点 t1 である命題 P が A が持っ
ている基礎的な諸命題の集合から Aにとって主張可能なものになり、同じ時点で同じ命
題の否定¬ Pが Bの持っている基礎的な諸命題の集合から Bにとって主張可能なものに
なったとしよう。そのとき、その後にどれほど情報・証拠（新たな命題）が加えられても、
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ある。例えば、Aが Bのことを好きなとき、Aと Bの間（＜ A, B＞）には好きという
関係が成り立っており、これを肯定的な事実が成り立っていると考える。そして、Bが A










の集合Ｄ、極性の集合Ｐ＝｛1,0｝から成り立っているとされる。つまり、W=＜ R, D, P
＞である。




< rn; d1; :::; dn; i >、ただし rn 2 R、d1; :::; dn 2 D、i 2 P。
これは次のように、D の中に入っている対象 d1; :::; dn が関係 rn にあり、極性が i で
あるような事実と読めばいい。例えば、ジョンはメアリーが好きだという原始的事実は
< like2; John;Mary; i >といった形で表現される。そしてこれに具体的な極性を入れる
と次のようになる。
まず極性 1を入れた場合、< rn; d1; :::; dn; 1 >となり、これは d1; :::; dn が rn 的な関係
にあるという事実ということである。また極性 0 を入れた場合、< rn; d1; :::; dn; 0 > と
なり、これは d1; :::; dn が rn な関係にないという事実、ということである。これをもとに
して、肯定的事実と否定的事実が次のように定義される。
< rn; d1; :::; dn; i > は肯定的事実である i® i=1
< rn; d1; :::; dn; i > は否定的事実である i® i=0
例えば、ジョンはメアリーが好きだという肯定的事実は < like2; John;Mary; 1 >、メア
リーはジョンが好きではないという否定的事実は < like2;Mary; John; 0 >といった形
で表現される。
またこれらの定義から文が実在的に真であるか実在的に偽であるかが決まる。Pn は n
項述語、c1; :::; cn は個体指示表現、±(Pn)は Rの要素で、±(cj) 2 Dとする。そうすると、
文 Pnc1; :::; cn は実在的に真である i® 実在が < ±(Pn); ±(c1); :::; ±(cn); 1 >という事実を
構成する。
例えば、文「ジョンはメアリーが好きだ」が実在的に真であるのは、実在が
< ±(like2); ±(John); ±(Mary); 1 > という事実を構成するときかつそのときである。そ
して、< ±(like2); ±(John); ±(Mary); 1 > とは、< like2; John;Mary; 1 > のことなの
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で、この文が真であるのは実在が< like2; John;Mary; 1 >となっている（つまり、ジョ
ンはメアリーが好きだという肯定的事実が成り立っている）ときかつそのときである。
文 Pnc1; :::; cn は実在的に偽である i® 実在が < ±(Pn); ±(c1); :::; ±(cn); 0 >という事実を
構成する。
例えば、文「メアリーはジョンが好きだ」が実在的に偽であるのは、実在が
< ±(like2); ±(Mary); ±(John); 0 > という事実を構成するときかつそのときである。そ
して、< ±(like2); ±(Mary); ±(John); 0 > とは、< like2;Mary; John; 0 > のことなの





















る。その極性マップとは < t; p >（tは味覚関数で p 2 P から構成される）というもの。
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そうすると、世界の状態は次のような構造を持つことになる。





きる。例えば、< punching2; John;Mary; 1 >は、ジョンがメアリーにパンチを食らわ
しているという完全に肯定的な事実であり、この事実は私たちとは独立に決まっている。
というのも、こうした事実は私たちの持つ何らかの関数（暴力関数）に通して（依存して）


































(1)世界は存在するものすべてである The world is everything that exists






る。それゆえ、< ±(Pn); ±(c1); :::; ±(cn); 1 >と < ±(Pn); ±(c1); :::; ±(cn); 0 >を区別した
いのであるが、そのためには極性が異なるという否定的事実が必要である。しかし、極性
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